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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 30,960 4.2 1,586 △11.3 1,508 △13.3 850 △20.2

2021年3月期第3四半期 29,708 11.6 1,788 19.6 1,739 13.2 1,066 10.9

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　874百万円 （△13.1％） 2021年3月期第3四半期　　1,005百万円 （△3.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 121.54 ―

2021年3月期第3四半期 152.32 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 39,191 19,615 42.7

2021年3月期 40,025 18,971 40.4

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 16,723百万円 2021年3月期 16,157百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 12.50 ― 20.50 33.00

2022年3月期 ― 12.50 ―

2022年3月期（予想） 17.50 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2021年３月期期末配当金の内訳　普通配当17円50銭　　記念配当３円00銭

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,000 4.5 2,500 △26.4 2,500 △21.3 1,750 △24.3 249.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 7,181,812 株 2021年3月期 7,181,812 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 180,647 株 2021年3月期 180,624 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 7,001,178 株 2021年3月期3Q 7,001,188 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項につきましては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情
報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）におけるわが国経済は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響が続くなか、各種政策の効果や海外経済の改善などにより、持ち直しの動きも期待されました

が、感染症によるサプライチェーンへの影響や原材料価格の上昇などの下振れリスクも認識され、先行きは依然と

して不透明な状況で推移しました。

当社グループの属する防災業界におきましても、新型コロナウイルス感染症による業績への影響が懸念される状

況にはありますが、防災・減災を目的とした公共事業や都市部の大規模再開発等による需要拡大への期待感は尚、

継続しているように見受けられます。

このような経済状況のもと、当社グループは、引き続き自動火災報知設備から消火設備、消火器そして消防自動

車までを広くカバーする総合防災企業としての立ち位置を更に強化しつつ、製品ラインナップの拡充を図り積極的

な営業活動を推進してまいりました。また、各種防災設備の設計・施工、消火器及び消防自動車等の製造そしてそ

れらのメンテナンスを通じて、世の中に高度な安心・安全を提供し、より良質な社会インフラを構築するという社

会的使命を果たすべく、グループ一丸となって注力しております。

このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は30,960百万円（前年同期比1,251

百万円増加）となりました。利益につきましては、営業利益1,586百万円（同202百万円減少）、経常利益1,508百

万円（同231百万円減少）、親会社株主に帰属する四半期純利益850百万円（同215百万円減少）となりました。

当社グループは、各種防災設備の設計・施工・保守点検、消火器及び消火設備、消防自動車、自動火災報知設備

の製造・販売、防災関連用品の仕入・販売等、幅広く防災にかかわる事業を行っており、単一セグメントであるた

め、業績については営業種目別に記載しております。

営業種目別の業績は、次のとおりであります。

① 防災設備事業

　当第３四半期連結累計期間は、プラント施設の工事案件が増加したこと等により、売上高は17,979百万円（前年

同期比98百万円増加）となりました。売上総利益につきましては、3,813百万円（同253百万円減少）となりまし

た。

② メンテナンス事業

　当第３四半期連結累計期間は、改修・補修工事案件の増加等により、売上高は5,998百万円（同723百万円増加）

となりました。売上総利益につきましては、2,186百万円（同185百万円増加）となりました。

③ 商品事業

　当第３四半期連結累計期間は、機器類の販売および小型工事案件の引き合いが好調だったこと等により、売上高

は6,417百万円（同587百万円増加）となりました。売上総利益につきましては、818百万円（同110百万円増加）と

なりました。

④ 車輌事業

　当第３四半期連結累計期間は、前年度にあった特殊車輌の納入がなかったこと等により、売上高は564百万円

（同157百万円減少）となりました。売上総利益につきましては、製造コストをカバーできず41百万円の損失（前

年同四半期は98百万円の利益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、39,191百万円（前連結会計年度末比833百万円減少）となりまし

た。

　流動資産は、26,997百万円（同2,057百万円増加）となりました。主な内容は、現金及び預金4,416百万円（同

100百万円減少）、受取手形、売掛金及び契約資産10,678百万円（同1,845百万円減少）、電子記録債権2,927百万

円（同386百万円増加）、仕掛品1,565百万円（同191百万円増加）、未成工事支出金665百万円（同419百万円増

加）、その他3,177百万円（同2,936百万円増加）等であります。

　固定資産は、12,194百万円（同2,891百万円減少）となりました。主な内容は、有形固定資産9,073百万円（同

117百万円増加）、無形固定資産1,133百万円（同115百万円減少）、投資その他の資産1,987百万円（同2,892百万

円減少）であります。

　負債合計は、19,576百万円（同1,476百万円減少）となりました。

　流動負債は、14,146百万円（同2,472百万円減少）となりました。主な内容は、支払手形、買掛金及び工事未払

金4,850百万円（同1,438百万円減少）、電子記録債務3,167百万円（同1,251百万円増加）、短期借入金2,357百万

円（同208百万円減少）、１年内償還予定の社債113百万円（同627百万円減少）、１年内返済予定の長期借入金510

百万円（同818百万円減少）、未払法人税等141百万円（同368百万円減少）等であります。

　固定負債は、5,429百万円（同996百万円増加）となりました。主な内容は、社債1,646百万円（同446百万円増

加）、長期借入金1,849百万円（同525百万円増加）等であります。

　純資産合計は、19,615百万円（同643百万円増加）となりました。主な内容は、配当金の支払231百万円及び親会

社株主に帰属する四半期純利益850百万円を計上等による利益剰余金、非支配株主持分2,891百万円（同77百万円増

加）等であります。これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は42.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の通期の連結業績予想につきましては、2021年５月12日の「2021年３月期 決算短信」で公表いた

しました通期の業績予想に変更はありません。

今後、業績予想値に修正が必要と判断された場合は速やかに公表いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,516,905 4,416,453

受取手形、売掛金及び完成工事未収入金 12,523,773 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 10,678,581

電子記録債権 2,540,690 2,927,509

商品及び製品 1,979,426 1,888,893

仕掛品 1,373,822 1,565,759

原材料及び貯蔵品 1,538,541 1,698,123

未成工事支出金 246,017 665,679

その他 240,888 3,177,438

貸倒引当金 △20,254 △20,814

流動資産合計 24,939,810 26,997,626

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,584,634 5,817,088

減価償却累計額 △1,788,893 △1,899,899

建物及び構築物（純額） 3,795,741 3,917,189

その他 8,706,848 8,975,066

減価償却累計額 △3,546,928 △3,819,244

その他（純額） 5,159,919 5,155,821

有形固定資産合計 8,955,660 9,073,011

無形固定資産

のれん 1,178,265 1,040,602

その他 71,121 93,000

無形固定資産合計 1,249,387 1,133,602

投資その他の資産 4,880,252 1,987,453

固定資産合計 15,085,301 12,194,067

資産合計 40,025,111 39,191,693

負債の部

流動負債

支払手形、買掛金及び工事未払金 6,289,345 4,850,485

電子記録債務 1,915,516 3,167,011

短期借入金 2,565,596 2,357,548

１年内償還予定の社債 740,671 113,640

１年内返済予定の長期借入金 1,328,720 510,000

未払法人税等 510,891 141,959

未成工事受入金 1,129,239 －

契約負債 － 1,113,469

賞与引当金 591,276 377,084

役員賞与引当金 13,872 11,182

完成工事補償引当金 67,844 66,953

修繕引当金 14,000 －

その他 1,452,607 1,437,259

流動負債合計 16,619,583 14,146,594

固定負債

社債 1,200,000 1,646,881

長期借入金 1,323,970 1,849,650

役員退職慰労引当金 160,862 176,291

退職給付に係る負債 941,850 953,663

繰延税金負債 238,153 218,531

その他 568,864 584,960

固定負債合計 4,433,700 5,429,978

負債合計 21,053,283 19,576,572

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 700,549 700,549

資本剰余金 3,620,607 3,847,389

利益剰余金 11,451,627 11,844,717

自己株式 △256,859 △256,908

株主資本合計 15,515,925 16,135,749

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 473,909 435,698

為替換算調整勘定 49,631 42,383

退職給付に係る調整累計額 118,244 110,044

その他の包括利益累計額合計 641,785 588,126

非支配株主持分 2,814,117 2,891,245

純資産合計 18,971,828 19,615,121

負債純資産合計 40,025,111 39,191,693
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 29,708,181 30,960,088

売上原価 22,832,914 24,183,027

売上総利益 6,875,267 6,777,060

販売費及び一般管理費 5,086,585 5,190,965

営業利益 1,788,681 1,586,094

営業外収益

受取利息 13,477 12,919

受取配当金 34,454 31,571

持分法による投資利益 1,074 －

為替差益 136,803 －

受取保険金 56,928 12,699

修繕引当金戻入額 23,570 －

その他 54,040 41,986

営業外収益合計 320,349 99,177

営業外費用

支払利息 125,198 71,792

社債発行費 15,676 －

為替差損 － 10,542

持分法による投資損失 － 1,293

新株予約権評価差額 189,637 72,075

事務所移転費用 4,039 －

その他 34,519 21,290

営業外費用合計 369,070 176,994

経常利益 1,739,960 1,508,277

特別利益

固定資産売却益 173 505

特別利益合計 173 505

特別損失

固定資産除売却損 5,867 15,536

特別損失合計 5,867 15,536

税金等調整前四半期純利益 1,734,266 1,493,246

法人税、住民税及び事業税 514,620 588,963

法人税等調整額 120,613 △39,149

法人税等合計 635,234 549,813

四半期純利益 1,099,031 943,432

非支配株主に帰属する四半期純利益 32,618 92,521

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,066,413 850,911

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,099,031 943,432

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,201 △38,211

為替換算調整勘定 △95,804 △22,641

退職給付に係る調整額 △11,561 △8,199

その他の包括利益合計 △93,163 △69,052

四半期包括利益 1,005,867 874,380

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,058,912 797,251

非支配株主に係る四半期包括利益 △53,044 77,128

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号  2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」という。)

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　従来、請負工事に関して、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には工事進行基準（工事の

進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、一定の期間

にわたり充足される履行義務については、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、

当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。なお、履行義務の充足に係る

進捗度の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原価の割合(インプット法)で算出しております。

　その他の工事、点検、及び機器の据付等については、一時点で充足される履行義務として、顧客による検収等

が完了した時点で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響は軽微であります。

　また、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響も軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形、売掛金及び完成工事未収入金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資

産」に含めて表示し、「流動負債」に表示していた「未成工事受入金」は、第１四半期連結会計期間より「契約

負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従

って、前連結会計年度について新たな表示方法による組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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